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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 7,623 △6.5 △379 － △392 － △331 －

2020年３月期第２四半期 8,152 38.7 △292 － △284 － △312 －

（注）包括利益 2021年３月期第２四半期 △314百万円（－％） 2020年３月期第２四半期 △324百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第２四半期 △78.63 －

2020年３月期第２四半期 △74.09 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期第２四半期 13,681 3,101 22.7 739.37

2020年３月期 12,611 3,543 28.1 840.75

（参考）自己資本 2021年３月期第２四半期 3,101百万円 2020年３月期 3,543百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2021年３月期 － 10.00

2021年３月期（予想） － 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,900 △9.7 △640 － △690 － △600 － △142.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2021年３月期第２四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）



 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年３月期２Ｑ 4,508,700株 2020年３月期 4,508,700株

②  期末自己株式数 2021年３月期２Ｑ 313,420株 2020年３月期 293,720株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期２Ｑ 4,211,512株 2020年３月期２Ｑ 4,212,217株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、株式給付信託口及び役員株式給付信託口が保有する当社株式（2021年３月期２Ｑ　
313,238株）が含まれております。また、株式給付信託口及び役員株式給付信託口が保有する当社株式を、期中平
均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2021年３月期２Ｑ　297,006株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、３ページ「連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、社会経済活

動の制限や自粛により景況感が急速に悪化しました。緊急事態宣言の解除後は、経済活動が徐々に再開されて景

気に持ち直しの動きが見られますが、新型コロナウイルスの感染者数が再び増加する懸念もあり、予断を許さな

い状況となっています。

当社グループにおいては、こうした事業環境の下、全国に展開するＬＯＧＷＡＹ（展示場）における３密を避

けるために予約制にして来場制限を設けるなど営業活動の制限を余儀なくされた結果、受注棟数実績が前年同期

に比べ15％減少したほか、施工面においても、顧客との打合せに支障が生じて着工スケジュールが長期化するな

ど、様々な方面に感染症拡大の影響が見受けられます。

その結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における連結売上高は、連結子会社である株式会社ＢＥ

ＳＳパートナーズ（以下、ＢＰ社）における売上増加が寄与したものの、前年同期比6.5％減の7,623百万円とな

りました。一方、利益面においては、上記の売上高減少に伴い連結営業損失379百万円（前年同期は292百万円の

損失）、連結経常損失が392百万円（同284百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は331百万円

（同312百万円の損失）となりました。

また、連結契約（受注）高については、第２四半期以降、特にＢＰ社を中心に回復傾向にあり、前年同期比

1.0％増加して7,443百万円、期末契約（受注）残高は14,256百万円となっております。 

セグメント別の経営成績は以下の通りであります。

①直販部門

　連結売上高の30.9％（外部顧客売上高ベース）を占める直販部門は、東京都・代官山の「ＢＥＳＳスクエ

ア」、東京都・昭島の「ＢＥＳＳ多摩」及び神奈川県の「ＢＥＳＳ藤沢」の直営３拠点で、東京・神奈川圏

を中心とする顧客との直接の工事元請契約によるＢＥＳＳ企画型住宅等の提供を主要事業としております。

当第２四半期連結累計期間の業績は、期初の契約残高からの売上進捗が比較的順調に推移した結果、セグメ

ント売上高は2,354百万円（前年同期比3.3％減）、セグメント利益は213百万円（前年同期比59.3％増）とな

りました。

一方、感染症拡大防止のための外出自粛要請などの影響により集客数が大幅に減少する中、予約制によ

る“貸切り暮らし体験”の推奨やＬＯＧＷＡＹクラブ会員制度など独自のＬＯＧＷＡＹ戦略を推進して営業

効率を高めることに努め、セグメント契約（受注）高は、2,251百万円（前年同期比17.4％減）となりまし

た。

②販社部門

連結売上高の35.2％を占める販社部門は、全国の地区販社に対して、ＢＥＳＳブランドと販売システム等を

提供するとともに、ＢＥＳＳ企画型住宅の部材キット等を供給する事業を行っております。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、同期間の新規契約棟

数が前年同期比10.6％減で推移していることや、顧客との打合せに支障が生じて着工スケジュールが長期化

していることなどにより、セグメント売上高は3,731百万円（前年同期比22.2％減）となり、セグメント利益

は、69百万円（前年同期比84.8％減）となりました。

また、直販部門と同様に営業効率を高める取組みを行っておりますが、ＢＰ社によるセグメント間の内部取

引割合が増加した影響もあり、セグメント契約（受注）高は2,066百万円（同19.8％減）となりました。 

③株式会社ＢＥＳＳパートナーズ

連結売上高の33.9％を占める国内連結子会社のＢＰ社は、金沢（石川県）、熊谷（埼玉県）、水戸、つくば

（茨城県）、富士、静岡中部、浜松（静岡県）、東愛知（愛知県）、糸島（福岡県）、熊本（熊本県）、に

2020年9月1日より千秋（秋田県）が加わり、さらにその連結子会社である株式会社ＢＥＳＳ札幌が担う札幌

（北海道）、同じく株式会社ＢＥＳＳ岐阜が担う岐阜（岐阜県）による合計13拠点のＢＥＳＳ ＬＯＧＷＡＹ

を営業拠点として、顧客との直接の工事元請契約によるＢＥＳＳ企画型住宅等の提供を主要事業としており

ます。

当第２四半期連結累計期間の業績は、2019年1月から引き継いだ6拠点が売上増加に寄与してきたことから、

セグメント売上高が2,616百万円（前年同期比48.9％増）となりましたが、直近引継いだ3拠点においては運

営経費が先行しており、セグメント損失が30百万円（前年同期は212百万円の損失）となりました。

また、セグメント契約（受注）高は、拠点増加の影響により3,126百万円（前年同期比49.2％増）となりま

した。
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（２）財政状態に関する分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末比で1,070百万円増加の13,681百万円、負債は同

1,512百万円増加の10,579百万円、純資産は同441百万円減少の3,101百万円となりました。それぞれの主な増減

要因につきましては、次の通りであります。

総資産の増加は、「売掛金及び完成工事未収入金」が1,011百万円減少した一方、「現金及び預金」が1,777百

万円、「商品」が207百万円、それぞれ増加したこと等によります。

負債の増加は、「買掛金及び工事未払金」が516百万円、「未払法人税等」が109百万円それぞれ減少した一

方、「短期借入金」が1,931百万円、「長期借入金」が402百万円それぞれ増加したこと等によります。

純資産の減少は、「親会社株主に帰属する四半期純損失」を331百万円計上したこと等によります。その結果、

自己資本比率は22.7％となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、5,300百万円となり、

前連結会計年度末3,522百万円に対し1,777百万円の増加となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次の通りです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動により166百万円の資金減少（前年同期は316百万円の増加）

となりました。これは、税金等調整前四半期純損失の計上412百万円（同284百万円の損失）や仕入債務の減

少516百万円（同206百万円の増加）、たな卸資産の増加232百万円（同41百万円の増加）等の資金減少要因

が、売上債権の減少1,013百万円（同124百万円の増加）等による資金増加要因を上回ったことによるもので

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は241百万円（前年同期は118百万円の使

用）となりました。これは、有形固定資産の取得による支出170百万円（同35百万円）等があったことにより

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動により増加した資金は2,185百万円（前年同期は272百万円の減

少）となりました。これは、短期借入金の純増加1,931百万円、長期借入による収入680百万円（同200百万

円）等の資金増加要因が、長期借入金返済による支出287百万円（同350百万円）等の資金減少要因を上回っ

たことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年３月期の連結業績予想につきましては、2020年７月31日に公表した連結業績予想に変更はありません。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、複数の金融機関との間でコミットメントライン契約を締結しておりますが、本契約には一定の財務制 

限条項が付されており、第２四半期連結会計期間末の財政状態は当該条項に抵触しております。しかしながら、

各金融機関から当該条項に係る期限の利益喪失についての権利を行使しない旨の合意を得ているほか、2020年８

月３日に公表の通り、主要金融機関より運転資金の新規調達を実行しております。したがって、当社グループに

は、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,522,688 5,300,063

売掛金及び完成工事未収入金 2,371,454 1,360,015

商品 451,282 658,887

貯蔵品 76,085 81,852

仕掛販売用不動産 350,984 300,209

未成工事支出金 54,880 124,518

その他 202,772 269,668

貸倒引当金 － △90,760

流動資産合計 7,030,149 8,004,454

固定資産

有形固定資産

土地 3,167,796 3,167,796

その他 2,380,662 2,431,329

減価償却累計額 △1,251,420 △1,281,223

その他（純額） 1,129,241 1,150,106

有形固定資産合計 4,297,037 4,317,902

無形固定資産

その他 246,050 226,489

無形固定資産合計 246,050 226,489

投資その他の資産

その他 1,054,275 1,149,151

貸倒引当金 △15,993 △16,280

投資その他の資産合計 1,038,281 1,132,870

固定資産合計 5,581,370 5,677,263

資産合計 12,611,519 13,681,717

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金及び工事未払金 2,137,092 1,620,561

短期借入金 1,632,400 3,564,200

1年内返済予定の長期借入金 575,168 565,145

未払法人税等 137,978 28,308

前受金及び未成工事受入金 679,795 884,685

アフターサービス引当金 48,605 44,788

賞与引当金 32,038 51,812

ポイント引当金 114,513 76,712

資産除去債務 － 9,300

その他 1,033,498 648,640

流動負債合計 6,391,091 7,494,153

固定負債

長期借入金 1,850,073 2,252,512

長期未払金 167,191 167,191

退職給付に係る負債 76,058 73,182

長期アフターサービス引当金 50,992 50,037

株式給付引当金 26,611 27,936

役員株式給付引当金 66,440 81,781

資産除去債務 221,642 219,132

その他 217,675 213,930

固定負債合計 2,676,685 3,085,704

負債合計 9,067,776 10,579,858

純資産の部

株主資本

資本金 660,764 660,764

資本剰余金 719,305 719,305

利益剰余金 2,501,519 2,057,643

自己株式 △328,848 △343,603

株主資本合計 3,552,741 3,094,110

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △8,998 7,748

その他の包括利益累計額合計 △8,998 7,748

純資産合計 3,543,742 3,101,858

負債純資産合計 12,611,519 13,681,717

- 5 -

株式会社アールシーコア（7837）2021年３月期第２四半期決算短信



 （単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 8,152,611 7,623,742

売上原価 6,119,675 5,612,116

売上総利益 2,032,935 2,011,625

販売費及び一般管理費 2,325,227 2,390,626

営業損失（△） △292,291 △379,000

営業外収益

受取利息及び配当金 4,719 2,177

販売協力金 3,230 2,406

損害賠償金 27,496 -

拠点承継料 - 6,165

その他 6,038 5,269

営業外収益合計 41,485 16,019

営業外費用

支払利息 14,049 18,780

支払手数料 500 500

請負契約引受損 18,138 -

その他 905 10,077

営業外費用合計 33,594 29,357

経常損失（△） △284,400 △392,338

特別利益

投資有価証券売却益 - 299

特別利益合計 - 299

特別損失

減損損失 - 17,487

投資有価証券評価損 - 1,199

固定資産除却損 - 1,837

特別損失合計 - 20,524

税金等調整前四半期純損失（△） △284,400 △412,562

法人税等 27,701 △81,399

四半期純損失（△） △312,102 △331,163

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △312,102 △331,163

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純損失（△） △312,102 △331,163

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,873 －

繰延ヘッジ損益 △10,664 16,747

その他の包括利益合計 △12,537 16,747

四半期包括利益 △324,639 △314,415

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △324,639 △314,415

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △284,400 △412,562

減価償却費 136,988 168,492

減損損失 － 17,487

貸倒引当金の増減額（△は減少） △142 91,048

株式給付引当金の増減額（△は減少） 3,326 3,916

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 11,639 15,340

アフターサービス引当金の増減額（△は減少） △6,418 △4,771

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,527 19,773

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 4,300 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） 20,602 △37,801

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,324 △2,875

受取利息及び受取配当金 △4,719 △2,177

支払利息 14,049 18,780

投資有価証券売却損益（△は益） － △299

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,199

固定資産除却損 － 1,837

損害賠償金 △27,496 －

売上債権の増減額（△は増加） △124,162 1,013,243

為替差損益（△は益） 2,401 －

たな卸資産の増減額（△は増加） △41,974 △232,234

仕入債務の増減額（△は減少） 206,802 △516,530

前受金及び未成工事受入金の増減額（△は減少） △36,537 205,829

その他 337,477 △375,870

小計 218,588 △28,175

利息及び配当金の受取額 5,084 2,177

利息の支払額 △14,574 △22,190

損害賠償金の受取額 27,496 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 80,214 △117,952

営業活動によるキャッシュ・フロー 316,809 △166,140

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △35,532 △170,672

無形固定資産の取得による支出 △50,123 △45,117

投資有価証券の売却による収入 － 300

貸付金の回収による収入 813 441

差入保証金の差入による支出 △1,542 △1,955

差入保証金の回収による収入 129 421

その他 △32,710 △24,865

投資活動によるキャッシュ・フロー △118,966 △241,449

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 1,931,800

長期借入れによる収入 200,000 680,000

長期借入金の返済による支出 △350,309 △287,584

自己株式の取得による支出 － △17,346

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △9,539 △8,895

配当金の支払額 △112,467 △112,536

財務活動によるキャッシュ・フロー △272,315 2,185,436

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,883 △471

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △77,355 1,777,374

現金及び現金同等物の期首残高 3,089,669 3,522,688

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 14,564 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,026,878 5,300,063

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

(注）１

四半期連結損益計

算書計上額

（注）２
直販部門 販社部門 ＢＰ社 計

売上高

外部顧客への売上高 2,434,222 3,979,418 1,738,971 8,152,611 － 8,152,611

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,699 818,750 18,238 838,688 △838,688 －

計 2,435,921 4,798,169 1,757,209 8,991,300 △838,688 8,152,611

セグメント利益

又は損失（△）
133,955 459,033 △212,369 380,619 △672,911 △292,291

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

(注）１

四半期連結損益計

算書計上額

（注）２
直販部門 販社部門 ＢＰ社 計

売上高

外部顧客への売上高 2,353,436 2,685,756 2,584,549 7,623,742 － 7,623,742

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,151 1,046,002 31,460 1,078,613 △1,078,613 －

計 2,354,587 3,731,758 2,616,009 8,702,355 △1,078,613 7,623,742

セグメント利益

又は損失（△）
213,346 69,569 △30,893 252,022 △631,022 △379,000

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ.　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引の消去△40,947千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△631,963千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ ＢＰ社は2019年４月１日付で会社分割を行い、札幌営業所を株式会社ＢＥＳＳ札幌に、岐阜営業所を

株式会社ＢＥＳＳ岐阜にそれぞれ事業を承継しておりますが、両社共に報告セグメントのＢＰ社に含

めております。

Ⅱ.　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引の消去△15,109千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△615,913千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「販社部門」セグメントにおいて、事業用資産に係る固定資産の減損損失を17,487千円計上しています。
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品目名称
前連結会計
年度繰越高
（千円）

当第２四半
期連結累計
期間契約高
（千円）

計
（千円）

当第２四半
期連結累計
期間販売高
（千円）

次期繰越高
当第２四半
期連結累計
期間施工高
（千円）

契約残高
（千円）

うち施工高

（千円）

直販部門

ログハウス等部材

パッケージ販売
24,604 94,148 118,752 50,100 68,652 － －

ログハウス等工事 5,317,516 2,622,301 7,939,817 2,288,281 5,651,536 63,856 2,279,101

その他 － 9,884 9,884 95,840 － － －

（小計） 5,342,120 2,726,333 8,068,454 2,434,222 5,720,188 63,856 2,279,101

販社部門

ログハウス等部材

パッケージ販売
4,634,225 2,577,425 7,211,651 3,584,907 3,626,744 － －

その他 － － － 394,510 － － －

（小計） 4,634,225 2,577,425 7,211,651 3,979,418 3,626,744 － －

ＢＰ社

ログハウス等部材

パッケージ販売
－ 4,388 4,388 4,388 － － －

ログハウス等工事 3,984,642 2,090,944 6,075,587 1,734,097 4,341,489 8,508 1,724,732

その他 － － － 485 － － －

（小計） 3,984,642 2,095,333 6,079,975 1,738,971 4,341,489 8,508 1,724,732

合計 13,960,989 7,399,092 21,360,082 8,152,611 13,688,422 72,364 4,003,834

３．補足情報

生産・受注及び販売の実績

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

　　受注実績及び、販売実績

（注）１　前連結会計年度以前に契約したもので、契約の更改等により金額に変更のあるものについては、当期契約高に

含めております。

２　次期繰越高のうち施工高については、未成工事支出金により手持工事の施工高を推定したものであります。

３　「ログハウス等工事」の施工高は（売上高＋次期繰越施工高－前期繰越施工高）に一致しております。

４　各部門の「その他」(販促物販売収入等）は、契約高の繰越管理を行っておりませんので、「前期繰越高」

「当期契約高」及び「次期繰越高」の欄の記載は行っておりません。
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セグメント

区分 品目名称
前連結会計
年度繰越高
（千円）

当第２四半
期連結累計
期間契約高
（千円）

計
（千円）

当第２四半
期連結累計
期間販売高
（千円）

次期繰越高
当第２四半
期連結累計
期間施工高
（千円）

契約残高
（千円）

うち施工高

（千円）

直販部門

ログハウス等

部材キット販売
158,982 114,606 273,589 197,901 75,688 － －

ログハウス等工事 6,137,663 2,131,232 8,268,896 2,073,251 6,195,644 174,101 2,183,686

その他 － 5,648 5,648 82,283 － － －

（小計） 6,296,646 2,251,487 8,548,133 2,353,436 6,271,333 174,101 2,183,686

販社部門

ログハウス等

部材キット販売
3,285,302 2,066,277 5,351,580 2,398,292 2,953,288 － －

その他 － － － 287,464 － － －

（小計） 3,285,302 2,066,277 5,351,580 2,685,756 2,953,288 － －

ＢＰ社

ログハウス等

部材キット販売
－ 11,198 11,198 11,198 － － －

ログハウス等工事 4,487,201 3,114,841 7,602,043 2,569,750 5,032,293 6,070 2,564,631

その他 － － － 3,600 － － －

（小計） 4,487,201 3,126,040 7,613,242 2,584,549 5,032,293 6,070 2,564,631

合計 14,069,150 7,443,805 21,512,956 7,623,742 14,256,914 180,172 4,748,318

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　　受注実績及び、販売実績

（注）１　前連結会計年度以前に契約したもので、契約の更改等により金額に変更のあるものについては、当期契約高に

含めております。

２　次期繰越高のうち施工高については、未成工事支出金により手持工事の施工高を推定したものであります。

３　「ログハウス等工事」の施工高は（売上高＋次期繰越施工高－前期繰越施工高）に一致しております。

４　各部門の「その他」(販促物販売収入等）は、契約高の繰越管理を行っておりませんので、「前期繰越高」

「当期契約高」及び「次期繰越高」の欄の記載は行っておりません。

５　2020年度から供給部材のサプライチェーンマネジメントの見直しの一環として呼称を部材パッケージから部材

キットと改めております。
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